
政

隙

見

奨

言B

『破

実

隙

言E

見

、，ノrz‘、

政
甘
美
詑
は
上
子
二
巻
か
ら
成
ワ
て
ゐ
る
が
、
此
は
何
時
、
設
の
著
作
か

と
云
ふ
に
不
受
不
施
講
門
汲
の
始
刺
た
る
日
務
上
人
が
寛
文
六
年
二
月
、

下
線
野
呂
談
林
之
清
閑
亭
に
於
て
述
作
さ
れ
た
者
で
、
砕
同
時
上
人
は
野
呂

長
以
JM
山
妙
興
寺
の
第
二
十
世
勺
あ
ワ
た
。

此
の
破
村
長
記
述
作
の
原
閃
は
仰
虎
に
あ
っ
た
か
と
云
へ
ば
、
常
時
寺
領

は
首
相
府
よ
り
の
敬
岡
供
援
で
あ
る
と
の
強
墜
ゃ
、
御
朱
印
を
敬
悶
供
養
と

す
る
の
誓
献
を
承
認
、
不
承
認
す
る
等
の
事
件
が
あ
り
、
身
延
山
久
蓮
寺

の
第
二
十
八
世
で
あ
る
妙
心
院
日
冥
上
人
が
一
巻
の
書
を
記
し
て
受
不
の

邪
義
を
弘
体
さ
れ
し
よ
り
起
P
し
者
に
し
て
、
此
は
十
六
科
に
分
ち
て
難

し
た
る
に
よ
り
世
に
十
六
筒
傑
と
稀
す
る
者
で
あ
る
。

然
し
て
日
実
上
人
は
高
治
三
年
久
遠
寺
に
入
山
し
、
定
戦
八
年
に
し
て

寛
文
七
年
十
月
サ
一
一
一
目
、
六
十
七
践
を
以
て
寂
さ
れ

L
放
に
、
破
実
認
の

枇
に
出
で
し
頚
年
寂
さ
れ
た
も
の
で
、
日
実
上
人
が
後
十
年
も
花
臓
の
長

世
帯
を
保
つ
な
れ
ば
、
痛
快
な
る
論
難
が
幾
度
か
、
繰
返
さ
れ
た
事
と
思
は

れ
る
が
、
此
虎
に
寂
さ
れ
た
事
は
宗
皐
振
興
上
誠
に
憎
む
可
害
事
で
あ
る
。

政
英
記
序
に
は
、
日
英
上
人
の
十
六
科
僚
を
、

/I. 

車問

井

泰

行

「
修
理
飢
胸
間
＝
シ
テ
現
諮
総
滋
セ
リ
」
「
義
ヲ
立
ル
コ
ト
未
ダ
皮
膚
ノ
問

ヲ
ハ
ナ
レ
ズ
、
文
ヲ
引
コ
ト
亦
口
耳
ノ
血
中
二
似

p
、
田
守
口
ヲ
方
ル
コ
ト
顛
倒

uv

テ
邪
紳
縦
横
ナ
リ
、
例
ヲ
述
ス
ル
コ
ト
調
印
品
シ
テ
其
抽
出
解
剖
同
量
笑
7

後
世
ユ
ト
ル
ャ
、
是
則
邪
智
宵
非
ヲ
ハ
セ
、
北
川
耕
民
是
ヲ
ミ
ダ
ル
ト
雌
モ

終
－
二
約
タ
ル
木

7
パ
ヱ

P
ウ
ペ
カ
ラ
ズ
。
糞
土
／
椿
ヲ
パ
ナ
ダ
一
フ
力
＝
ス

ベ
カ
ラ
ザ
ル
ノ
イ
ヒ
力
」
と
践
し
く
評
さ
れ
て
ゐ
る
が
、
此
は
無
理
か
ら

ぬ
事
で
、
自
己
が
豆
し
い
と
信
ず
る
以
上
競
し
も
窓
え
の
異
る
者
を
悪
口

す
る
者
で
あ
る
。
殊
に
上
人
の
如
〈
潔
白
を
回
日
と
す
る
に
於
て
は
、
営
時

徳
川
幕
府
の
無
法
な
隠
迫
に
針
向
し
て
宗
闘
を
張
問
に
せ
ん
と
す
る
新
方

針
で
あ
っ
た
に
選
ひ
な
い
。
然
し
経
度
の
主
張
よ
り
翁
』
い
幾
多
の
犠
牲
を

揚
っ
た
事
は
其
の
結
果
に
於
て
情
む
可
き
で
あ
っ
た
で
あ
ら
う
。
此
虎
に

一
墨
田
同
を
要
す
る
事
は
日
築
上
人
の
方
針
は
例
へ
ば
ホ
の
如
〈
に
物
に
随
ひ

な
が
ら
物
を
随
へ
ん
と
す
る
融
和
性
を
以
て
、
営
時
の
枇
舎
に
順
臆
し
て

宗
門
の
後
炭
を
計
ら
ん
と
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
日
務
上
人
の
主
張
は
例

へ
ば
刀
の
如
〈
何
虞
迄
も
斬
り
破
ワ
て
治
ま
ん
と
す
る
強
攻
性
。
、
従
来

の
宗
門
を
強
悶
に
確
治
せ
し
め
ん
と
し
た
雨
者
の
相
異
に
依
る
事
で
あ
る

小
生
は
勿
論
、
之
の
破
甘
是
認
に
討
成
す
る
者
で
は
無
い
。
然
し
宗
串
研
究



の
上
か
ら
公
平
な
似
右
、
如
何
に
願
時
の
先
附
先
哲
が
宗
胞
の
民
意
に
添

ふ
可
〈
努
力
し
た
か
を
眺
め
る
時
、
共
品
凪
に
輯
周
期
以
上
の
不
惜
身
命
心
を

扮
起
す
る
者
で
あ
る
と
信
ず
る
の
で
あ
る
。

破
甘
是
認
谷
上
山
り
中
頃
迄
は
箇
僚
名
を
記
せ
ず
破
し
、
中
間
引
以
下
よ

P
、

「
他
響
町
田
云
」
云
寸
と
十
六
筒
僚
の
内
一
仲
間
脇
町
よ
り
六
箇
脇
陣
迄
を
母
げ
、

容
が
に
は
七
相
同
僚
以
下
十
六
筒
修
迄
を
挙
げ
、
之
を
破
す
る
に
、
「
蝉
y
日
」

一
民
一
区
正
一
筒
保
相
刊
に
破
し
て
ゐ
る
。
以
下
略
裂
を
記
す
れ
ば
左
の
如
し
。

（ニ〉

先
づ
巻
上
に
、
山
受
不
ノ
義
、
。
防
飲
助
行
、
布
施
供
養
ノ
回
目
隠
。
（
巳
上

他
替
）

山
は
他
山
市
に
供
養
す
る
は
誇
訟
を
助
成
す
る
位
日
有
る
放
に
制
戒
す
る
が
他

宗
よ
り
可
レ
受
は
道
理
聞
は
務
者
が
一
分
で
も
蹄
欲
し
て
供
養
す
る
な
れ

ば
一
止
法
の
行
を
助
成
す
る
故
可
シ
受
グ
と
の
定
で
あ
る
。
之
れ
を
許
す
る

レ

に
山
を
読
者
蹄
倣
と
誇
供
讃
歎
の
二
義
に
分
ち
、
聞
も
父
跨
倣
と
助
行
の

ご
義
に
別
ち
て
（
イ

ν鼠
敬
を
十
論
、
ハ
ロ
）
助
行
を
五
諭
し
て
ゐ
る
。
則

ち
、
初
の
義
山
に
ご
義
あ
り
。
A
「
務
者
ヲ
蹄
敬
」

B

「
内
務
供
ヲ
談
歎
」

放
に
蹄
敬
を
誠
て
施
げ
彼
『
一
ず
ぽ
、
讃
歎
し
て
彼
施
を
受
〈
る
理
無
し
。

読
人
を
供
養
す
る
は
誇
訟
を
助
長
す
る
如
〈
、
受
も
又
誘
法
を
助
成
す
。

其
故
は
者
宗
弘
通
の
要
領
は
只
折
伏
を
用
ゆ
る
而
ヰ
。
彼
の
胞
を
受
け
ば

被
纏
貸
等
阿
の
忠
を
な
し
、
改
即
仲
伏
正
の
期
無
し
、
彼
の
供
養
は
髭
貨
に

非
ざ
る
耐
ヰ
な
ら
ず
、
還
て
一
止
訟
の
行
者
を
染
汚
す
。
故
に
能
供
の
他
宗

も
罪
拐
を
柑
す
。
然
し
な
が
ら
此
等
日
議
上
人
の
狩
は
一
到
あ
る
事
に
相

磁

隙

主主

百日

見

岡
持
な
い
が
、
他
施
を
金
4
絶
す
る
と
言
ふ
事
は
行
き
過
ぎ
た
事
で
あ
ワ
て

「
日
蓮
が
滋
訟
山
岡
大
な
ら
ば
」
或
は
宗
組
が
東
僚
左
衛
門
の
毒
剤
耳
を
肺
門
謝

さ
れ
た
等
の
事
を
考
・
中
れ
ば
、
供
養
に
依
て
例
へ
能
供
の
他
宗
が
一
時
男

鳴
を
軸
唱
す
と
し
て
も
旅
生
に
て
は
、
能
供
が
縁
と
な
っ
て
法
華
経
に
締
入

し
た
行
あ
ら
う
主
恩
は
れ
る
。
き
す
れ
ば
誘
法
な
る
彼
等
が
誘
法
な
る
放

に
救
は
れ
る
の
で
は
無
か
、
b
う
か
。

次
に
仰
の
（
イ
）
「
蹄
倣
」
を
許
し
て
、
務
者
の
軒
町
敬
と
は
宗
国
H
を
改
め

て
営
宗
に
防
伏
す
る
の
義
な
る
に
よ
”
拾
邪
蹄

E
せ
ず
ぽ
、
修
同
粧
を
崇
志

し
帝
絡
を
肝
開
放
す
る
’
如
き
蹄
俄
で
あ
る
。
（
是
一
U
、
清
之
を
弾
叫
し
擁
貨
の

呉
を
曲
川
切
せ
き
れ
ば
出
品
て
雑
乱
を
許
す
の
問
。
長
二
）
、
口
に
之
を
叫
し
身

に
許
し
て
之
を
受
く
る
は
言
行
不
相
臨
胞
の
説
。
（
日
死
一
一
一
）
、
読
者
の
供
養
は
或

は
籾
肢
の
亡
魂
訟
議
宗
た
る
に
よ
り
、
俗
縁
に
閃
み
て
脊
僻
旧
に
施
し
、
或

は
其
主
宥
の
逝
去
に
て
心
な
ら
ず
呑
築
を
旅
戸
、
。
（
且
正
問
J

、
一
分
の
施
心
を

も
裂
さ
ピ
る
車
引
に
勧
物
を
促
し
務
供
を
食
る
。
（
某
石
培
修
符
某
費
搭
ノ
勧

抽
出
分
切
／
現
諮
）
ハ
発
五
）
、
畿
内
叫
法
禁
解
還
托
法
務
心
（
惨
殺
大
師
慈
思
を

破
す
）
の
引
胤
（
A
X
六
）
不
施
を
制
し
て
枇
参
物
詩
を
許
す
は
読
人
に
且
以

上
を
絡
す
る
の
想
。
（
日
死
八
）
、
紳
闘
な
る
放
に
批
参
而
耳
を
許
す
な
れ
ば
、

従
信
は
多
く
長
官
位
干
の
誇
徒
故
に
耕
輔
鼠
の
至
品
開
（
日
正
九
〉
、
受
不
胞
の
槙
都

信
力
の
根
肢
を
失
し
還
て
他
宗
の
法
管
を
助
〈
、
依
て
訪
問
の
身
近
参
拝

も－
K
ど
ま
り
、
池
上
位
干
の
伽
叢
衰
損
す
る
は
限
前
の
誇
拷
（
目
定
十
）
、
失
に

仰
の
（
ロ
）
「
助
行
」
を
評
し
て
、
読
者
の
供
養
は
一
此
法
行
者

k
同
罪
を
招

き
一
止
法
を
破
火
す
（
是
一
）
、
大
仰
供
養
事
件
（
是
ニ
」
己
伯
夷
の
餓
死
を

諭
ず
、
（
是
四
U
、
読
者
の
純
正
受
者
は
盗
財
興
謀
、
二
倶
犯
巡
の
遊
説
ハ
是

4

4

2

4

’u
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I波

主主

隙

言日

見

五）。然
し
な
が
ら
此
等
の
評
中
、
小
企
を
見
を
共
に
す
る
点
を
暴
円
、
れ
ば
、

（
一
）
の
論
は
警
へ
ば
火
、
来
物
与
の
危
険
で
あ
る
一
事
を
－

m
何
に
注
意
し
て

も
、
且
他
人
が
解
除
し
た
の
を
昆
て
も
納
得
出
来
ぬ
幼
児
は
自
己
が
直
接

終
験
す
る
迄
は
納
得
出
来
ね
守
あ
ら
う
。
同
様
に
此
等
に
類
す
る
読
者
は

修
羅
と
帝
稼
と
を
崎
放
し
て
初
め
て
由
民
に
帝
稼
を
跨
欲
す
る
者
も
あ
ら
う

（
三
）
は
行
者
的
指
導
如
何
ん
に
依
る
物
で
あ
る
。
（
八
）
（
九
）
の
枇
参
一
五

一
お
は
此
れ
以
外
の
事
も
考
ふ
可
き
モ
、
殊
に
且
毘
陀
緩
に
天
間
大
紳
、
八
幡

大
主
口
隆
等
を
勧
請
す
る
上
に
於
て
も
考
慮
す
べ
き
者
に
で
、
現
今
に
あ
マ
ワ

て
は
此
等
の
忠
恕
は
恐
る
可
き
錯
誤
を
招
き
易
か
ら
し
め
る
者
で
あ
る
ま

い
か
。
（
十
）
の
後
者
は
幕
府
の
座
制
、
宗
門
の
八
刀
汲
等
多
事
に
し
て
、
日

講
上
人
自
身
も
此
の
渦
中
に
活
躍
し
た
者
で
あ
ら
う
。
而

L
て
不
受
不
施

を
主
援
す
る
上
人
に
あ
っ
て
は
此
等
の
刈
許
も
父
無
煙
か
ら
ぬ
事
で
あ
ら

ζ
7
0
 

以
下
略
裂
を
述
べ
れ
ば
次
の
如
〈
で
あ
品
。

（三〉

門
実
削
〕
間
働
法
ノ
大
意
ハ
樫
小
／
心
ヲ
吋
責
シ
、
賃
大
乗
－
一
路
越
λ

ル

ヲ
読
歎
λ

。
間
放
一
一
一
施
レ
他
ヲ
禁
止
ス
ル
内
裏
面
＝
他
施
ヲ
受
ク
可
キ
道

理。〔
議
削
弾
〆
日
〕
仰
は
定
れ
る
絡
式
あ
目
。
今
論
ず
る
出
品
は
誘
施
の
義
句
、

他
胞
の
半
告
は
執
権
読
貨
の
忠
、
厚
き
故
に
「
讃
歎
シ
受
W
ル
之
ヲ
」
は
中
識
を

漢
に
交
ふ
る
の
失
を
紹
〈
。
亦
貸
大
乗
に
隠
趣
ナ
る
と
は
、
耳
目
白
不
に
降
伏

二
問
。

す
る
義
を
あ
る
。
何
故
に
仲
良
師
は
此
内
義
を
迷
・
止
か
。

〔
実
師
〕
「
旧
同
的
措
終
第
十
、
一
切
大
衆
併
問
口
問
」
「
安
閑
論
」
（
約
三
八
問
末

一
一
行
目
、
一
一
一
八
七
末
三
行
臼
、
三
八
九
始
一
行
）
「
災
難
針
治
害
」
（
＝
・

0

七
末
｜
三

O
八
U
、
「
頼
茶
隙
飲
」
（
一
六
一
二
末
阿
行
）
等
を
以
て
似
宗
に

施
さ
ざ
る
詩
文
と
す
。

〔
講
師
陣
〆
日
〕
「
混
然
経
」
の
文
は
不
受
の
義

G
あ
る
。
受
は
階
、
脇
4

俗
に
約
す
る
義
な
る
に
依
り
、
純
陀
は
俗
流
に
て
「
脇
」
の
み
を
止
vr
む

「
安
岡
論
」
の
文
は
、
其
閉
搾
を
斬
る
位
の
人
十
は
誘
法
一
閣
提
、
陣
問
仰
種
の
人

に
て
、
警
へ
ば
、
主
＃
伯
父
母
の
敵
の
如
し
、
彼
の
供
養
を
越
す
司
し
。

次
に
「
災
難
釣
治
書
」
の
文
も
同
様
に
て
、
災
難
を
起
す
根
源
た
る
所
針

治
の
敵
の
供
養
を
讃
受
す
る
は
如
何
な
る
辺
に
依
る
か
、
叉
「
顔
ぷ
妙
」
も

不
施
の
義
の
裏
に
不
受
の
義
明
に
現
れ
て
ゐ
る
c

共
は
他
宗
の
男
女
は
常

に
悶
陀
を
念
じ
、
務
法
の
信
を
供
養
し
て
二
十
逆
罪
を
犯
し
た
る
に
よ
り

改
悔
俄
悔
せ
ず
ば
、
非
人
に
物
を
奥
ふ
る
如
し
、
経
忽
に
唯
寅
の
行
者
は

布
施
供
養
を
受
け
て
は
な
ら
ぬ
。
（
一
可
別
ち
非
法
を
行
ふ
品
開
忍
人
に
は

施
さ
ず
と
同
時
に
受
け
ず
。
此
れ
と
同
様
に
維
を
槻
ふ
ペ
し

0
5
一
）
然
ら

ず
ば
「
蹄
敬
助
成
」
の
二
義
共
に
依
け
、
還
て
殴
獄
の
罪
を
婚
す
司
し
。

「
伸
長
側
〕
例
法
修
行
ハ
化
他
利
生
ヲ
本
意
ト
ス
。
読
者
ガ
正
法
／
行
者
－
－

供
養
ス
レ
パ
、
幼
徳
ヲ
得
ル
一

τ非
ズ
ャ
、
表
功
徳
ヲ
得
ル
ナ
レ
ベ
何
故
－
一

受
ケ
ズ
ャ
。
受
ケ
ズ
バ
利
盆
ヲ
閥
タ
可
シ
c

然一
7
・
ハ
如
何
ヂ
行
者
ト
言
7

ヤ
。
〔
講
師
陣
二
同
〕
誘
施
を
受
け
な
ば
、
説
法
の
上
に
重
罪
を
重
ね
、
法
華
・
0

行
者
は
雑
飢
の
失
を
曲
家
り
て
正
行
を
観
る
。
故
に
功
徳
と
な
ら
ず
其
罪
な



で
読
人
に
賜
す
。
得
一
鍵
ノ
疏
－
一
寸
無
レ
慈
詐
親
ハ
却
チ
是
レ
彼
ヵ
怨
ナ
リ
、
銭
い

彼
ヵ
除
げ
悪
ヲ
即
チ
是
レ
彼
ヵ
親

t’
」
と
は
此
れ
を
一
耳
ふ
。
総
じ
て
誘
者
の
供

養
は
無
功
徳
で
る
る
。

。
。

門
管
内
師
〕
利
義
ノ
録
ナ
レ
ペ
信
者
ノ
針
一
磐
ノ
施
物
モ
受
タ
ル

ρ

不
可
。
和

。
盆
ノ
鎚
ナ
レ
バ
誘
者
／
大
山
／
施
物
モ
受
ク
可
シ
。

〔
講
師
揮
〆
一
同
〕
利
養
の
受
胞
は
論
ぜ
ず
。
今
は
受
施
の
個
目
盆
を
論
ず
。
信

施
の
治
不
消
は
別
訟
の
論
で
あ
る
。
邪
徒
は
宗
家
の
制
禁
を
犯
す
故
に
、

少
許
の
信
施
を
も
不
消
、
世
の
稲
岡
と
も
な
ら
ず
〔
是
一
一
）
、
表
品
川
家
正
轍

の
不
受
の
禁
戒
を
守
る
な
ら
ば
、
信
施
減
し
難
き
の
恐
慮
な
し
、
後
心
の

行
者
利
義
を
棄
て
λ

一
向
に
法
の
伐
に
す
る
は
鬼
に
銭
杖
を
持
た
せ
た
如

し
、
亦
山
学
ろ
信
施
に
利
穫
を
求
む
る
も
利
養
を
離
れ
て
誇
胞
を
受
く
可
か

ア

ヤ

マ

カ

ザ

ら
ず
。
（
是
ニ
）
、
論
語
ニ
「
小
人
泡
テ
ハ
必
ズ
文
ル
」
孟
子
－
一
「
古
ノ
君

子
泡
テ
パ
則
之
ヲ
改
ム
。
今
ノ
宏
子
ハ
過
テ
ハ
則
之
＝
順
7
、
今
ノ
君
子

ハ
徒
一
二
順
フ
ノ
ミ
ナ
一
フ
ン
ャ
。
叉
従
テ
之
カ
僻
ヲ
ナ
ス
。
恥
ズ
可
シ
、
恥

ズ
可
シ
」

〔
伸
長
附
〕
「
法
師
品
」
の
文
を
引
き
、
「
末
法
法
華
ノ
行
者
ハ
五
穏
法
制
也
。

法
整
ヲ
受
持
λ

ル
者
問
衆
共
－
一
法
華
ノ
行
者
ナ
リ
。
五
積
所
一
一
供
養
一
／
人

ナ
リ
」

〔
議
附
弾
〆
一
同
〕
此
山
引
文
を
目
品
て
掬
キ
他
の
邪
義
の
分
明
な
る
事
主
知

る
。
奨
附
は
持
者
的
問
衆
を
所
供
養
と
し
、
詩
人
を
能
供
養
と
す
る
が
、

「
受
ニ
持
日
定
経
一
」
と
は
能
供
養
の
人
の
本
質
に
て
、
「
供
一
一
養
ス
持
者
イ
」
の

持
者
は
所
供
養
の
人
で
あ
る
。
（
是
一
）
、
一
宗
の
出
家
の
二
衆
は
所
供
養
の

人
、
在
家
の
二
衆
は
能
供
養
の
人
で
あ
る
ω

一
概
に
四
衆
共
に
所
供
養
。

被

主主

言己

F京

見

人
と
一
五
ふ
を
刊
日
ず
。
（
A
A
二
U
、
他
宗
の
闘
主
が
法
華
の
俗
家
の
二
衆
に
稲
岡

・
と
し
て
供
養

E
銭
す
事
あ
る
か
、
此
等
の
在
家
供
養
を
受
け
て
編
悶
と
な

る
事
あ
る
か
、
「
施
」
は
捜
越
に
約
し
、
檀
那
は
「
布
施
」
の
鷲
語
な
る
を

知
ら
ず
や
。
（
是
三
）
、
実
師
は
呪
綾
法
師
の
深
意
を
削
解
し
非
義
を
潤
色
す

一
切
の
法
門
は
穂
別
を
分
け
ず
ば
一
恥
慢
あ
ら
ず
。
（
是
凶
〉
、
照
代
の
組
師
に

俗
男
俗
女
を
列
す
る
を
聞
か
ず
。
〈
是
五
）
、
「
法
制
日
間
」
め
所
供
養
の
人
は

世
間
無
知
日
の
俗
男
俗
女
で
あ
ら
う
か
。
松
野
殿
御
書
に
「
受
ケ
難
キ
人
身

ヲ
符
テ
趨
－
q
出
家
セ
ル
者
号
、
働
法
ヲ
隼
シ
務
法
者
ヲ
貸
メ
ズ
シ
テ
徒
－
一

遊
戯
雑
談
ノ
ミ
シ
テ
明
uv
慕
サ
シ
者
ハ
、
法
附
／
皮
ヲ
著
タ
ル
膏
生
也
。

乃
至
然
二
在
家
ノ
御
身
ハ
但
余
念
加
盟
…
タ
南
無
妙
法
措
埋
華
経
ト
御
哨
ア
リ
－
T

供
養
シ
給
ガ
肝
心
－
一
テ
候
也
」
此
文
法
制
の
名
を
ば
分
明
に
出
家
に
鴎
せ

し
む
。
一
舟
往
は
出
家
夜
家
の
修
行
の
方
法
に
区
別
あ

p
o（
是
六
）

〔
奨
附
〕
一
切
衆
生
ζ

法
華
五
穂
／
行
者
比
丘
年
ノ
問
衆
ヲ
供
養
セ
ヨ
ト

勧
メ
、
法
華
ノ
行
者
－
一
他
／
供
養
ヲ
受
ケ
不
レ
ト
誠
ム
可
キ
剛
山
無
シ
。

門
講
師
掠
〆
日
〕
経
文
に
は
「
一
切
衆
生
皆
悉
成
仰
ノ
妙
法
ヲ
信
受
シ
、
法

事
ノ
行
者
ヲ
コ
一
業
清
海
ノ
心
ヲ
以
テ
供
養
ス
可
シ
」
と
あ
る
が
、
衆
生
働

訟
に
断
ぜ
ず
、
誘
訟
の
者
多
き
時
に
訪
人
の
三
業
を
清
海
と
一
五
ひ

mw
る
か

「
若
人
以
一
一
忠
一
吉
石
文
は
読
者
の
罪
を
ね
す
の
況
宇
三
業
相
臆
じ
て
常
値

肌
訳
読
す
る
4
刊
に
貨
の
供
養
が
あ
ら
う
か
。
（
是
一
＼
此
文
は
還
て
誘
施
を
受

け
ざ
る
諮
丈
で
あ
る
。
（
是
一
ご
、
何
れ
の
文
に
も
、
一
ニ
業
共
に
法
撃
を
訪

ヒ
γ
、
時
々
忠
出
し
て
法
撃
の
持
者
を
供
養
す
る
と
の
文
は
無
い
。
絞
文

は
信
叫
以
内
向
非
繭
を
挙
げ
て
勤
誠
を
設
る
の
で
あ
る
。
（
元
三
）
、
文
句
八
日
一
一

に
「
順
ハ
向
、
敬
ハ
穂
、
敬
テ
之
ニ
捌
シ
供
焚
ヲ
興
λ

」
と
た
は
他
宗
の

l叫



E皮

主主

勝：

百日

見

相
貌
で
無
い
。
（
是
問
）
、
他
宗
の
人
の
設
心
行
は
「
若
欲
レ
佐
一
一
仰
道
こ
の

如
く
で
な
い
。
（
是
五
〉
、
〈
然
し
な
が
ら
小
生
考
ふ
る
に
、
誌
等
の
組
先
は

他
白
川
よ
り
抜
時
中
に
縛
入
し
た
で
あ
ら
う
。
然
、
b
ば
議
制
の
言
、
過
乗
な
る

に
非
ず
苧
）
。
合
掌
も
供
養
も
機
成
す
る
事
を
表
す
。
他
宗
の
人
に
此
の

如
き
鋭
利
あ
り
や
。
「
是
六
）
、
「
如
レ
是
供
養
シ
己
テ
白
ラ
欣
慶
シ
我
レ
大

利
J
獲
タ
リ
」
と
一
五
ふ
が
、
如
法
折
伏
の
説
法
は
誇
者
心
を
拙
即
勤
す
る
事

必
然
で
あ
る
。
（
是
七
）
、
「
上
野
殿
書
」
は
信
者
の
佐
川
施
を
歎
じ
て
法
制
叫
円
聞

の
文
を
引
く
。
（
是
八
）
、
信
者
の
供
獲
を
歎
ず
る
の
文
は
数
多
い
が
、
読
者

の
供
養
を
歎
じ
た
謹
は
無
い
。
（
是
九
）

〈四）

此
れ
よ
り
以
下
、
一
二
個
の
問
答
を
過
ぎ
て
、
愈
ム
吋
本
終
的
の
「
破
骨
公
認
」

に
入
目
、
十
六
例
僚
を
弾
ず
る
の
で
あ
る
が
、
紙
面
の
関
係
上
此
庭
に
筆

を
止
む
る
の
で
あ
る
。
此
れ
「
破
伸
英
語
」
鶴
見
の
隙
見
な
る
所
以
か
も
知

れ
ぬ
。
最
後
に
誇
対
が
単
行
の
品
開
暇
に
研
究
さ
れ
る
な
れ
ば
興
味
深
い
問
題
も

多
4
あ
る
事
と
思
ふ
。
然
し
て
不
受
不
施
の
義
は
講
師
聞
を
以
て
肌
と
し
、

講
師
を
以
て
末
と
し
た
い
も
の
で
あ
る
。
何
故
か
左
官
ふ
に
此
の
主
張
は

品
開
り
に
も
「
布
施
」
の
義
に
執
す
る
を
以
て
、
紛
も
す
れ
ば
曲
解
を
醸
し

易
〈
、
且
精
紳
的
の
裏
面
に
物
質
的
観
念
深
浅
せ
る
放
に
、
倒
議
日
を
以
て

曾
し
と
す
る
の
感
を
生
ぜ
し
む
。
か
、
る
観
念
は
一
一
聞
に
於
て
は
組
意
に

治
ふ
慮
あ
ら
ん
も
、
多
面
に
於
て
は
読
者
救
済
の
遁
無
く
、
訪
者
を
嫌
避

す
る
の
念
を
興
さ
し
め
、
畢
党
利
意
の
表
の
み
知

P
て
、
底
を
知
ら
ざ
る

四

の
一
同
遣
を
歩
主
し
む
る
に
去
る
ヤ
も
計
別
難
い
。
例
せ
ば
法
律
の
み
に
よ

り
で
非
を
裁
か
ん
と
す
る
者
の
如
く
、
界
を
椴
み
て
人
を
憎
ま
ず
の
寛
胸

を
失
ず
る
の
織
あ
り
。
故
に
講
師
の
主
張
は
了
す
る
は
可
な
る
も
、
－
賀
行

に
移
す
は
宗
門
の
危
期
を
再
度
的
〈
の
災
を
致
ず
で
あ
ら
う
。
主
口
等
が
議

削
の
主
旨
を
生
か
す
の
滋
は
、
不
受
不
施
の
義
は
脊
壮
守
山
弱
情
の
信
心
を

強
情
に
せ
ー
め
ん
と
せ
し
、
「
訟
悲
の
餓
鎚
也
」
と
銘
記
し
て
自
己
の
責
任

に
遇
挫
す
る
事
で
は
あ
る
ま
い
か
。
（
高
2
）

（

完

）

（
副
山
山
製
院
花
阜
、
於
麓
坊
〉

電

力

工

事

場

臥

百包

限
ら
れ
た
人
の
力
で

無
恨
の
威
力
を
稜
揮
壮
一
ん
と
す
る


